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本研究では，特別支援学校の教育課程である自立活動を，通常の学級の教育課程に取り

入れるため．まず知的な遅れがない自閉症スペクトラムを持つ児童が在籍する自閉症・

情緒障害特別支援学級において教育実践研究を行う。

その際．通常の教育課程の中で自立活動と関わりの深い特別活動．生活科の教育課程

の比較検討を行う。それを基にして，小学校の自閉症・情緒障害特別支援学級およびそ

の他の支援学級．通常の学級において，快の共有体験に基づいた自立活動の内容を取り

入れた授業実践について検討し，自閉症スペクトラムを持つ児童の他者との関係性の変

容過程を考察する。授業内容は児童の興味• 関心・強みを取り入れ．児童の実態に基づ

いた授業計画によるものとし．集団の自立活動「トータル活動」の年間計画を作成し．

自立活動の授業内容と同じ流れで通常の学級の高学年（学級活動）．低学年（生活科）の

学習指導案も作成し実施・検討する。

快の共有体験に基づいた授業を実践し，担任として関与観察を行い自閉症スペクトラ

ムを持つ子の他者との関係性の変容過程を．快の共有に向けた取り組み．他者との関係

性，快不快の体験．特性の変化他に視点をおいて分析する。他者との関係性の変化の出

現時期や出現順序をとらえ. 2事例の自閉症スペクトラムを持つ子の行動特徴と時系列

的関連性を整理する。そして相互性の移り変わりを軸に関係性の変容過程に焦点を当て

て 1期「他者との関係がとれない」時期， 11期「他者に気づき自分に気づく」時期. m 
期「他者と快の共有ができる関係」時期の 3段階に整理した。

他者との快の共有体験に基づいた自立活動の教育実践が．通常の学級で授業を受ける

自閉症スペクトラムを持つ子ども達及び，その他，特別な教育的支援を必要とする子ども

達と，その担任にとっての一助になることを目指してその意義を検討する。

l琉球大学大学院教育学研究科高度教職実践専攻
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はじめに

1. 発達障害を持つ子ども達への特別支援教育

学校教育法等の一部を改正する法律が施行され

特別支援教育が完全実施になり，発達障害を持つ

子ども達が支援対象になってから 2016年で 10

年目に入った。県や市町村によって差はあるもの

の，個別の支援計画の作成や特別支援学校の分教

室設置・多障害種受け入れ，特別支援学級・通級

指羽教室の新設，支援員の配置やICTの活用など

形に見えるものの整備は一見して進んでいるかに

見える。

しかし文部科学省 (2014)によれば通常の

学級に在籍する小学生の 7.7%に発達障害の可能

性のある特別な教育的支援を必要とする児童がい

るとされている。このうち，これまで個別の配慮

などの支援が全くなされていない者は 38.6%,通

級による指導を受けていない者は 93.3%となっ

ている（内閣府， 2014)。
文部科学省 (2003)では「LD・ADHD等の児

童生徒については，周囲との人間関係がうまく構

築されないという状況が進み，不登校に陥る事例

は少なくないとの指摘もある」と，不登校と発達

障害との関連例を挙げている。小学生の不登校の

59.1%が「本人にかかる状況」で，内訳は「無気

カ23.0%」「不安などの情緒的混乱 36.1%」とな

っており，二次障害が懸念される結果がでている

（文部科学省， 2014)。

以上のようにまだまだ発達障害を持つ子ども

達へ十分な支援が行われているとはいえない現状

にある。そして，支援を受けることなく，その障

害特性から日常的に「困り感」を抱えており，度

重なる失敗体験や親や教師の叱責，他者との比較

を通して自尊感情が低下することを余儀なくされ

ているのである（石川・浦崎， 2013)。

障害の有無にかかわらず，誰もが学習できる

インクルーシブな学校は，公教育・義務教育の本

来の姿であり，小社会としての学校の究極の理想

でもある（大沼， 2013)。発達障害の可能性のあ

る特別な教育的支援を必要とする児童への対応が

不足している苦しい現状が課題ではあるが，学校

は，本来楽しい場所であるべきだ。現状から，通

常の学級の中で行う集団活動での快の共有体験を

する楽しい授業のモデルが必要とされていると考

えられる。発達障害を含め，特別な教育的支援が

必要な子ども達にとって，自分の特性を出せる快

の共有体験に基づいた場があることは自分自身が

認められることに他ならないので，自尊感情が向

上していくことになるのである。

2. 快の共有体験と自閉症スペクトラム

楽しい授業を考える際，まず課題に挙がるの

は自閉症スペクトラムを持つ子ども達である。自

閉症スペクトラムを持つ子ども達は，その障害特

性から，集団的な活動の中の楽しい世界がわか

りにくいのである（別府， 2009)。具体的には，

活動の中でお互いに目と目で合図を送るとか，表

情や身振り等の非言語的行動がうまく成立しない

ため，やりとりに障害があることや，楽しかった

ことやおもしろかったことを他の人に伝えて共有

しないこと，友達を作ったりその集団の中に入ろ

うとしないことなどが原因となっている（別府，

2012)。

別府 (2008)は，自閉症スペクトラムを持つ

子ども達が，他者の心の理解の特異性を障害特性

として持っていることをあげている。二次障害が

発生しやすい 9, 10歳の時期（発達の峠），誤っ

た信念課題の理由付け，自己理解の質的特異性と

発達のズレ，高機能自閉症の孤独感などから，特

に教育的支援の必要性が伺い知れる。知的な遅れ

のない自閉症スペクトラムを持つ子は，自閉症・

情緒障害特別支援学級（以後，情緒学級）および

通常の学級に在籍していることが多い。情緒学級

に在籍する児童は，小集団及び個別の支援は情緒

学級で行われ，集団への適応は交流及び行動の場

としての通常の学級で行われていることが一般的

である。

個性，特性を活かせるような快の共有体験に

基づいた授業を実施する際には，特に，課題の多

い自閉症スペクトラムを持つ子のアセスメントは

テスト，聞き取り，観察から実施して教育的ニー

ズを把握し，授業のねらいをたてていく必要があ

る。

3. 発達障害を持つ子ども達へ自立活動の授業実

施

文部科学省は，通常の学級に在籍する障害の

ある子どもについては，その実態に応じ，指羽内

容や指禅方法を工夫することとしている。また，

特別支援学校学習指導要領解説「自立活動編」に

は，「小学校又は中学校の通常の学級に在籍して

いる児童生徒の中には，通級による指羽の対象と

はならないが障害による学習上又は生活上の困難

の改善・克服を目的とした指導が必要となる者が

いる。こうした児童生徒の指導に当たっては，本

書に示した内容を参考にして適切な指導や必要な

支援を行うことが望まれる」と明記している。特

別支援教育の独自の教育課程は「自立活動」であ
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り，その内容を意識した授業を通常の学級で行う

必要性は高い。

しかし，これまで特別活動，生活科などにお

いて自立活動に近い授業内容は扱われてきている

が，自立活動の内容を理解し目標に設定した上で

研究を行っている例は筆者が調べた限りでは見つ

からなかった。インクルーシプ教育は，すべての

子ども達を包み込む教育である。とするならば通

常の学級でも適切な指導や必要な支援を行うため

に，ねらいを明確にした上で自立活動を取り入れ

る必要がある。そこで自立活動の内容を関連の深

い通常の学級の特別活動および生活科などの教育

課程と比較を行い，通常の学級での授業実践に向

けて理論づけしていきたい。

また，自立活動の内容を取り入れる際にその

指導内容についても課題がある。自立活動の指導

の内容において，自閉症を持つ児童の興味•関心

や強みを取り入れた指導内容の割合が低かった

（国立特別支援教育総合研究所， 2014,新垣・浦

崎 2009)。国立特別支援教育総合研究所では，

「実態把握を行う際，自閉症のある児童の興味・

関心や強みに基づいた指導内容を取り上げること

で児童の学習意欲が向上し，学習内容の理解につ

ながる可能性を指摘している。このことから，自

閉症を持つ児童の課題を取り上げるだけではな

く，本人の強みや興味関心に基づいた指導内容

を提示することも必要である。」とある（国立特

別支援教育総合研究所， 2015)。実際に自立活動

で主に取り上げているのは，個別で治療的な SST

などであり，指導内容としては「友達との関係づ

くりに関すること」「自ら思いや考えなどを伝え

ようとすること」，「他者とかかわる際の約束やル

ールに関すること」で高い割合が示されている。

今後必要とされる自立活動の指導内容は，自尊

感情の向上に視点を置き，児童が好きな事を行う

時間を意識して取り入れていくことであろう。

一方，通常の学級では支援学級対象の子ども

達を含めた交流及び共同学習は，うまく成立して

いない現状がある。特に集団参加においては自閉

症スペクトラムを持つ子ども達がその障害特性か

ら，学級集団への参加に不安を感じ，人とうまく

関われていないことが多い。また，通常の学級担

任も，どの様にしたら支援対象の児童も含めたす

べての児童にとって，ねらいを達成する授業にな

るのか分からず，苦悩している。

また，特別支援学校，特別支援学級の児童が交

流及び共同学習をする際にも，ただ場を共有し一

緒にいるだけではなく，一緒に楽しい経験をする
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事で気持ちが通い合う体験をし，同じ思い出を共

有することで親近感を味わい，人との関わり，共

生への意欲を育みたい。

また，授業実践を通常の学級における自立活動

の授業のモデルとして提案することで，指導に悩

んでいる担任•特別支援コーディネーターに広く

活用してもらいたい。

授業実践に関しては，全体的な子ども達の変

容をとらえながら情緒学級に在籍している自閉症

スペクトラムを持つ子の関係性の変容過程を記録

し，整理考察していく。情緒学級に在籍する児童

は，情緒学級で小集団及び個別の支援が行われて

おり，大きな集団への適応は交流及び行動の場と

しての通常の学級で行われているので，児童の実

態に応じて特別支援学級と通常の学級が同じ授業

を展開することができれば，お互い指導に活かせ

るので，校内の連携がとりやすくなるであろう。

この実践が，通常の学級で授業を受ける自閉症ス

ペクトラムを持つ子ども達及び，その他，特別な

教育的支援を必要とする子ども達と，その担任に

とっての一助になることを目指して取り組んでい

きたい。

4. 本研究の目的

以上を踏まえ，本研究では，特別支援学校の教

育課程である自立活動を，通常の学級の教育課程

に取り入れるため，まず，知的な遅れがない自閉

症スペクトラムを持つ子が在籍する情緒学級にお

いて教育実践研究を行う。その際関わりの深い

特別活動，生活科の教育課程の比較検討を行う。

そのことにより，自閉症スペクトラムを持つ子

ども達を対象に，その在籍する小学校の情緒学級

および通常の学級において，快の共有体験に基づ

いた自立活動の内容を取り入れた授業実践につい

て検討し，自閉症スペクトラムを持つ子の他者と

の関係性の変容過程を考察する。それにより，快

の共有体験に基づいた授業を実践することについ

ての意義を検討することを目的とした。

II 方法

1. 教育課程の比較検討

(1)自立活動を実施するための教科領域の内容

の検討

(2)検討した教科領域の学習指導要領と自立活

動との比較

自立活動を実施するため通常の学級の教育課程

による教科・領域の学習指導要領を比較し、参考

資料をもとに内容の検討を行う。
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2. 教育実践

(1)対象

筆者の勤務校の新設情緒学級に入級した自立活

動の必要性が特に高い小学 l年生の A児と B児

の2名を対象とする。

A児は，人なつこく身体を動かすこととお話を

することが好き。負けること，間違えることが極

端に嫌いで他害行為や教室からの飛び出し等衝動

的な行動が目立ち，安全面での課題がある。計算

や文字の練習を好む。工作や絵を描くことは苦手

意識が強い。

B児は、変更が苦手でこだわりが強い。自分の

イメージの実現に向かって粘り強く試行錯誤す

る。人の話を聞き取ったり周りの人の気持ちを考

えたりすることはまだ上手ではない。穏やか。一

人で遊ぶことが好き。家では学校の話は一切した

がらず母親が学校のことを話そうとすると母親の

口を押さえて言えないようにして嫌がる。

2名の児童について日々の取り組みと集団の自

立活動等のエピソードを記録して変化の時期を区

分する。自立活動を行う集団は、情緒学級 1-4

年生の7名在籍と、ことばの教室在籍児も合同、

5月からは登校しぶりの児童も加わり計9名。情

緒学級担任として関与観察を行うにあたり，毎日

1校時に 9名で行う集団の自立活動 Bの他に、

毎週 l回4支援学級合同で 19名で企画をもとに

取り組む集団の自立活動 Aとその他日々変容し

ていく姿をまとめる。その時々の影蓉が日常の生

活の中にどの様な影響を与えたのか，どの様な姿

が見られるようになったのか変化をまとめ，子ど

もに影響を与え，良くなった原因を探り，授業分

析評価につなげていく。

(2)実態に基づいた授業計画

対象の実態に基づいて自立活動の年間計画を立

てる。

(3)指導案作成

A指導観（快の共有体験に基づく） B. 児童観

（自閉症スペクトラムの障害特性）

C. 教材観（興味関心強み） D. 通常の学級用（教

科領域） E. 支援学級用（自立活動）

(4)授業実施，観察（関与観察）

(5) 自閉症スペクトラムを持つ子の他者との関

係性の変容過程

①分析（経過と小考察）

A. 快の共有に向けた取り組み、 B.他者との関

係性（他者への反応）、 C.快不快の体験、 D.特

性の変化、 E.その他、以上A.B.C.D.Eに視点を

おいて他者との関係性の変容過程を分析する。

他者との関係性の変化の出現時期や出現順序を

とらえる。多様な自閉症スペクトラムを持つ子

の行動特徴と時系列的関連性をとらえる。

②整理

相互性の移り変わりを軸に関係性の変容過程に

焦点を当てて段階ごとに整理し快の共有体験の

意義を検討する

Ill 結果

1. 事例の概要

1. 検討した教科・領域の学習指導要領と自立活

動との比較

自立活動とは，特別支援教育に特別に設けられ

た指導領域である。通常の学級の教育課程では位

置づけられていないので，通常の学級で自立活動

の授業を行うために，まず自立活動の内容を確認

整理し，他の教科領域で自立活動の内容が活用で

きる可能性があることを確認検証していく。

(1)自立活動

自立活動の内容は，人間としての基本的な行動

を遂行するために必要な要素と障害による学習上

または生活上の困難を改善克服するために必要な

要素で構成しており，それらの代表的な要素であ

る26項目を「健康の保持」「心理的な安定」「人

間関係の形成」「環境の把握」「身体の動き」「コ

ミュニケーション」の 6つの区分に分類整理し

たものである。

小学校学習指導要領に示されている内容はす

べての児童に対して確実に指尊しなければならな

い内容だが，これに対して，自立活動の内容は，

個々の児童の障害の状態や発達の程度等に応じて

選定されるものである。自立活動の内容は個々の

児童にその全てを指尊すべきものとして示されて

いるものではないことに十分留意（学習指導要領

自立編 P7) していく必要がある。

ここでは，自立活動の内容は，自閉症スペクト

ラムを持つ子の他者との関係性の変容過程に焦点

を当で情緒学級および通常の学級における快の共

有体験に基づいた自立活動の授業を行う事に絞り

考えていく。以下に例を挙げて，内容を考える。

図 lのように自立活動は個に対応した柔軟な

指導内容で行われる。通常の学級の教育課程によ

る教科・領域の多くは，教える内容が学年ごとに

細かに具体的に示されているのでこのような内容

は扱うことが難しく，個への対応が取りにくい。

自立活動の内容を扱うための取り組みとしての活

用の可能性がある教科領域は，まず集団活動をね

らいにしている「特別活動」「生活科」が主にな
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ると考えられる。その他には，図エや体育，家庭

科，音楽，総合的な学習の時間の一部において

も，単元によっては活用の可能性があると考えら

れる。「特別活動」の中でも「学級活動」が人間

関係の形成や問題の解決，生活態度など自立活動

のねらいと共通するところが多いと考えられる。

また，生活科においても．体験．集団の遊びや人

との関わりなどが重視されており，ねらいが共通

している部分があるので以下に，比較し検討を行

う。

なお，小学校学習指導要領総則に「障害のある

児童などについては，特別支援学校等の助言又は

①具体的な自立活動の指導内容

児童 ：小学 l年生

障害名等：自閉症スペクトラム

援助を活用しつつ，例えば指導についての計画又

は家庭や医療，福祉などの業務を行う関係機関と

連携した支援のための計画を個別に作成する事な

どにより，個々の児童の障害の状態などに応じた

指羽内容や指導方法の工夫を計画的・組織的に行

うこと」とある。また，文部科学省の特別支援教

育に関する学習指導要領等教育課程の編成による

と，通常の学級に在籍する障害のある子どもにつ

いては，その実態に応じ，指導内容や指羽方法を

工夫するとされているので，内容については柔軟

に捉えていくこととする。

小学校又は中学校の通常の学級に在籍してい

-,  障害の状態，発達や経験の程度，興味•関心，生活や学習環境等について情報収集
収集した情報を障害による学習上または生活上の困難の視点から整理
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る児童生徒の中には，通級による指導の対象とは

ならないが障害による学習上又は生活上の困難の

改善・克服を目的とした指導が必要となる者がい

る。こうした児童生徒の指導に当たっては，学習

指導要領解説自立活動に示した内容を参考にして

適切な指導や必要な支援を行うことが望まれる

（特別支援学校学習指瑯要領解説「自立活動編」

p6) とある。

特別支援学校学習指導要領解説第 3組第 2部

第7章特別活動には，活発な集団活動が行われ

るようにすることや，集団活動を通して小学校の

児童などと交流および共同学習を行う機会を積極

的に設ける必要性があることを明記している。交

流および共同学習の際は自立活動のねらいととも

に集団活動に意識を置いて指羽案を組んでいきた

いと思う。

2. 自立活動を実施するための教科領域の内容の

検討結果

自立活動は個に対応した柔軟な指導内容で行わ

れる。通常の学級の教育課程による教科・領域の

多くは，教える内容が学年ごとに細かに具体的に

示されているのでこのような内容は扱うことが難

しく，個への対応が取りにくい。自立活動の内容

を扱うための取り組みとしての活用の可能性があ

IV. 教育実践

1 . 実態に基づいた授業計画

る教科領域は，まず集団活動をねらいにしている

「特別活動」「生活科」が主になる。学級集団の育

成上の課題や学年や発達の課題に即して諸問題を

解決しようとする自主的，実践的な態度や健全な

生活態度の育成は，自立活動 6区分のすべてに

かかわってくることから考えて，特別活動で，自

立活動のねらい・内容を取り入れる事は可能であ

り，特別活動、特に学級活動は自立活動のねらい

を達成する活動と考えることができる。

また、生活科は，「活動」や「体験」が重視さ

れている。鹿毛 (2009)によると，「内容」が先

行しがちな他教科に比べ生活科では何を教えるか

具体的に示されておらず，「活動」を中心に単元

が構成されている。内容構成の中で「(6) 自然

や物を使った遊び」が明記されていることから，

生活科の中で「遊び」は授業内容として位置づけ

られている。自分と人・社会・自然との関わりも

目標に置かれるなど，重視されている。

以上から考えて，生活科も自立活動のねらい・

内容を取り入れる事は可能であり，生活科は自立

活動のねらいを達成する活動と考えることができ

る。

2. 学習指導案作成・授業実施

自立活動を通常の学級で実施するため自立活

表 l 集団の自立活動の年間計画

4月 ・仲良くなり大会（自己紹介） ・好きなことはなあに？ ・歌って踊ろう昆虫太極拳
5月 ・ふれあい運動会 • 砂場でゴー！

6月 ・きらきらわくわくシャボン玉 ・作って飛ばそう紙飛行機

7月 ・積み木の国へようこそ •水でっぽうで遊んじゃおう！
8月 ・カフフル5色綱引き
9月 •新聞DE忍者 ・ドッチビー・ドッチボール

10月 ・すてきなぽくらの町 •あそぴの国へようこそ

11月 ・ヘい！お店屋さんごっこ •秋の宝物さがし
12月 ・スノードームづくり • かっこよくかわいくヘーんしん

1月 ・作って遊ぽうカルタ大会 ・ウエルカムさかたっ子水族館

2月 ・ムーチー作り ・ドキドキ鬼退治ゲーム

3月 ・ひな祭りゲーム大会 ・ドキドキグラグラ積んで遊ぽう

動と同じ内容で通常の指尊案を作成した。授業内

容は同じで通常の学級版（高学年用・学級活動と

低学年用•生活科）および支援学級版・自立活動

の指導案を作成，授業実施，観察（関与観察）し

た。
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・ピタゴラドミノ大会

・ロケット発射1, 2, 3 ! 

・スライムであそぽ

•みんなで水遊ぴ
・ハッピーハロウィン

・ぷわミントン

・子どもの国ヘレッツゴー

・昔遊ぴを体験しよう

・天まで届け凧あげ

・華麗なカレーパーティー
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表 2 学習指導案 本時の目標比較

通常の学級版（低学年） 通常の学級版（高学年） 支援学級版

生活科 特別活動（学級活動） 自立活動

・琉球松の棟み木を使った遊 • 楽しい集団活動を通し • 一人一人の成長段階にあった活動を楽

ぴ工夫して，みんなと一緒に て，心身の調和のとれた発 しむことができる。

遊ぴを楽しむことができる。 達と個性の伸長を図り，集 ・人との関わりを楽しみ，周りの人に興

• お互いのよさを認め合い， 団の一員としてよりよい人 味を持つことができる。

みんなと関わって遊ぶことの 間関係を築こうとする自主 • 作り終えた達成感や作った物を一緒に

楽しさや集団あそぴのよさに 的，実践的な態度を育てる。 見るという共有体験をすることで社会性

気付くことができる。

◎授業を実施した通常の学級担任からの感想（生

活科）

• たくさんの積み木があり児童がうれしそうだっ

た。グループに分かれ積み上げ勝負をした時には

違う形の積み木の中からどれを使ってどのように

並べたら速く高く積み上げられるか考えながらや

っていた。その中で考える力や，グループで相談

しながら進めていたので話し合い活動にもつなが

りとてもいい活動になった。

また，グループで積み木を使って何かを作って

みようかと投げかけると，お城を作ったり，遊園

地を作ったりしていた。子どもらしく発想豊かで

した。普段体験できないことなので，とてもよか

った。 (1年担任・ 30代女性教諭）

・子ども達の五感を揺さぶるとてもいい機会にな

りました。琉球松の香りや手ざわり，質感など一

つ一つ共有しながらの導入を行ったのち，並べて

みたり積んでみたりと，子ども達は思い思いに積

み木と触れ合いました。

今の時代，なかなか積み木で遊ぶということ

も少ないようで，積み木の形や向きを考えながら

「こうすると上手く積めた」「～すると00がで

きた。」などいろんな発見をしてくれました。と

てもいい経験をさせていただきました。 (1年担

任・ 20代女性教諭）

・大中小の積み木を自由に使わせた。始めは個々

や小グループで遊んでいたのが，他のグループと

合体したり，道具を持ち出して積み木と組み合わ

せたり踏み台を使って高く積んだりと工夫する様

子が見られた。

ふだんの授業とは違って，遊びの中でコミュ

ニケーションを図ったり相談し合ったり自分から

工夫したりする姿が見られたのでとても楽しく取

り組むことができた。また機会があればこのよう

な授業をやってみたい。 (1年担任 ・30代女性教

諭）
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の基礎を養うことができる。

◎授業を実施した通常の学級担任からの感想（学

級活動）

・子ども達は始め 1人 1人で楽しんでいたが，時

間が経つにつれ， 1人 2人3人…と仲間を増や

し，大きなものに挑戦していく様子が見られた。

互いに声をかけ合い積み木を合わせ「頑張れ～。」

「気をつけて！！」「ゆっくりねー！！」という言葉が

増えていくことが嬉しく思った。崩れたときも

「ああ～…」という声が揃っていた。でも，その

後の「おもしろかったね。」という気持ちが通じ

ているようで実践してみて大変よかった。子ども

達が始め 1人 1人でやっているときは，根気強

い人・あきらめが良い人等々 l人 1人の性格が

見えて良かった。 (6年担任・ 20代男性教諭）

・男女問わず自由に遊びながら活動ができていて

よかった。積み木を積んだり組み立てたり試行

錯誤しながら活動する様子が見られた。 (5年担

任 ・30代男性教諭）

・エピソード①自閉症スペクトラム児

普段から友達との会話で誤解を生じることが多

い。この日彼は 1人で作品を仕上げることにこ

だわるが決して友達の積み木を奪い取ることはな

い。積み木で仕上がった作品は級友から賞賛され

どことなく照れていた。

・エピソード②情緒的グレーゾーン児

穏やかではあるが作業となると協力すること

に多少の疑問を持ちながら行うことが時々見られ

る。この日，彼は数名の友達と一緒に迷路作りを

行う．会話をしながら楽しく活動していた。

・エピソード③その他の児童

2~3名での活動で始まったが，他のグループ

の積み木欲しさに声をかけ合い 5~6名ほどのグ

ループになり活動。教室の中心で活動していたグ

ループは，ひたすら多角形のタワーを積み上げ，

最終的には図 2「クレオパトラの棺」（中に女児

が入り修正しながら指示，自分を囲むように積ん
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でもらう）なるものを完成させていた。男子のあ

るグループは作った建物を 「コロッセオ」（医13)

と命名した。

・ただ柏み上げていくだけでも盛り上がる活動な

ので，学級活動で行うと学級づくりのツールとな

るのではないでしょうか。(5年担任 ・40代女性

教諭）

◎授業実施した特別支援学級担任の感想（自立活

動）

・表現力はあるが繋がることが苦手な児蘇たちな

ので，ともに楽しむ活動に取り組むことにより，

課題となっている関係性を深めることができたの

ではないか。互いに関わり合い，担任も支援員も

一緒にいることが楽しいと感じられる授業になっ

た。

. 1年-6年，知的障害および肢体不自由などの

支援学校対象児から知的には遅れがない子まで，

幅広い特性や実態の児童がお互いに関わりあい，

ともに時間と場を分かち合いたいイ巾間になり集団

で遊ぶ楽しさに触れ，喜び日々の励みになった。

・柏み木は縦にしたり平行にしたりして体験的に

楽しい。一人だけでなく仲間との話し合いで，関

わりを持ちたいという基礎の力を投うのにとても

いい教具である。

• A君は 「誰のも壊さなくて楽しかった」と言っ

ていた。「壊して楽しい」のかと思っていたがそ

うではなかった。もっとみんなと楽しく遊びたい

という Aに寄り添っていきたい。
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図 5 支援学級 「租み木の国へようこそ」の授業

の様子

「籾み木の国へようこそ」

授業の様子（通常学級）
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3. 集団の自立活動「のびのびタイム」について

児童の実態に基づき，快の共有体験に基づいた

他者との関係性を深める必要性を感じ，そのため

の学級内での集団の自立活動の時間として「のび

のびタイム」を設定した。

「のびのびタイム」は，新垣 (2008)の「好

きなこと時間」を基にして，学校の授業という枠

を最小限まで取り除き，自分の好きなことをして

いい時間として設定した。つまり子ども達の興

味関心，強みをもとにした授業を帯単元として

実践する。安心して好きなことが取り組める場と

時間を提供すること，支援学級内で筆者と子ども

達が自然にかかわれる状況を設定することが重要

な支援内容となる。教育課程上は自立活動の「2

心理的な安定」「3人間関係の形成」「4環境の把

握」「6コミュニケーション」に重点を置いて指

導し，時数は支援学級で学習する教科（国語，算

数）の中から充てた (2008, 新垣）。

4月2週目よりトータル活動を行う火曜日と，

学級・学校行事などで変更になったとき以外は毎

朝 l校時にレインボー 3組7名とことばの教室

1名 (5月からは登校しぶりの 3年男児が加わり

9名）で行う自立活動「のびのびタイム」を位置

づける。

4月の始めは，わなげ，ジェンガ，ホッケー遊

び，だるまさんが転んだ，ハンカチ落とし，平均

台遊具遊びなどをお試しで日々提案して行う。

5回目に「この時間の名前つけよう。何が良

ぃ。」と子ども達に聞き「わくわくタイム」「きら

りタイム」「ハッピーチャージ」など提案する中

で「のびのびしたいからのびのびタイムが良い」

との意見があり賛成多数で「のびのびタイム」と

呼ぶことに決まる。

3週目になると平均台遊具遊びからの発展で，

子ども達が自分たちで遊びを工夫するようにな

る。お気に入りの遊びは鬼ごっこのような形で

の「集団遊び」だった。遊具で道を作って走り回

っている内に，いつの間にか，みんなで海賊船に

乗ってレインボー島に冒険の旅に出るというスト

ーリーが子ども達の中から徐々に出来上がってい

た。子ども達が「海賊ごっこ」と命名したこの遊

びは，机にマットを載せ船に見立てて教室の床を

海にしてそこにサメが登場して追いかけ回すとい

うモノ。筆者はサメ役が多いが，子ども達に船に

誘われると海賊になり関わる。この海賊ごっこが

lヶ月以上続く。

支援はレインボー 3組担任の筆者とことばの

教室担任の 2名で，月曜日は学生支援ボランテ
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ィアが来てくれた。

その後， 5,6, 7月の天気の良い日は砂遊び・

泥んこ遊び• 水遊びを全員で野外で行った。始め

はばらばらだった砂場遊びが徐々に集団遊びに変

化していった。虫取りをしたり，畑に行って野菜

を収穫して食べたり，遊具を使って遊ぶようにも

なっていった。室内遊びでは， 2人乗り用三輪車

遊びや，段ボールと机を使った「段ボールジェッ

トコースター」や「ネコ海賊」「ウサギと遊ぽう」

などのオリジナルの遊びを工夫した他，ピタゴ

ラ・ドミノ， ドッチビー・ドッチボールやペット

ボトルボーリング，ぷわミントン，ぼくらの街な

ど「トータル活動」でやって楽しかった遊びを，

その後も「のびのびタイム」で何度も何度も繰り

返す児童もいた。

不登校傾向で登校しぶりのある児童も「のびの

びタイム」や「トータル活動」を楽しみに登校し

ていた姿がうかがえた。

V 経過（抜粋）と小考察

以下の経過と小考察＇考察においで毎週火曜

日1校時に 4支援学級合同で実施している集団

の自立活動「トータル活動」を「自立活動 A」,

毎朝 l校時に実施している情緒学級の集団の自

立活動「のびのびタイム」 (IV-3参照）を「自立

活動 B」t その他の自立活動（ふれあい運動会な

ど町内小中学校特別支援学級合同学習やそれに伴

う自己紹介・出し物・体操の練習，畑での農作物

の手入れ，個別の自立など）を「自立活動C」と

表記する。

記録は新年度が始まった 2016年4月 1週目

より 1学期修了の 2016年 10月 1週目までとす

る。

1. 経過（抜粋）

A児エピソード #5自立活動B「砂場遊び」 2016

年5月

#5 親子ふれあい運動会の次の日から，運動場の

隅で砂場遊びをやりたがる。 Aは砂場で泥ん

こを握って感覚を楽しんでいた。始めは指の

間から落ちる感覚をを楽しんでいるようだっ

たが，後半は握った泥を自分の後ろに投げて

遊び始める。

「ドッカーン」と言いながら泥を投げるの

で，「何？」と聞くと「花火。」と返事する。

自分の頭の後ろ方向へ力いっぱい投げるので

自分にはかからないが，周りに泥が飛び散る
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ので近くにいると泥だらけになる。周囲に人

がいるかどうかは気にならないで泥を投げ

る。

A児エピソード #12自立活動 B「砂遊び」 2016

年6月

#12-1 Aは相変わらず砂や泥を投げることが好

きだが．砂がかかったみんなから邪魔にされ

るのを嫌がる。みんなから離れた場所ではや

りたがらない。「A,投げるのは向こうでや

って。こっち来ないで。」と言われると「な

んで!(Aだけ仲間はずれにするの？）」と怒

りをあらわにして，みんなが作った山やト

ンネルや池を壊して歩く。「Aもやりたいの

に。」と悔しくて泣く。「みんな，頭や顔に泥

がつくのは嫌なんだって。（砂や泥が）目に

入ると痛いからこっちには投げないで欲しい

んだって。」と説明する。が，このころ Aは

学童で毎日全身泥だらけになって泥投げを楽

しんでいるので，嫌ということが理解できな

い様子。学童では支援員がついて 1人で没

頭して長い時間泥んこで遊んでいるらしい。

#12-2 この時期砂遊びが続いており，始め個々

ばらばらだった遊びが，徐々にまとまりだし

て山やトンネルや川や池づくりなど遊び方が

ダイナミックになっている。みんながバケ

ツで何回も往復して水を運んで作った池に A

が足を入れると何度も壊されてきているので

子ども達は Aが寄ってくるだけで「Aやめて

ょ。」と言う。はじめ Aの機嫌がいいときは

「大丈夫，大丈夫。」怒ってくると「なんで！」

と言いながら Aは力ずくで入ってくる。そ

して周りが止めるのを聞かずに池の縁の所を

足で崩してあっという間に池をつぶしてしま

ぅ。 Aは池に近づかないようにみんなからガ

ードされる。みんなも対策として壊していい

A用の別の池を作ったりするが， Aはみんな

が作っているものに興味があるのでその池に

は目もくれず「Aもやらして。」「やりたい！」

と言う。「Aは壊すのに。」「まだ終わりじゃ

ないから後でにして。」と言われる。砂場遊

びは Aひとり対 7名という形になりがち。

#12-3 活動の最後 l校時の終わり 5分前に，作

ったモノを壊してこの子達なりの「片付け」

終わりの合図をしているので，「あとちょっ

としたら，みんなで壊すから，その時までま

ってて。」と 4年生から説得される。待つた

めに筆者に抱っこされる。時間まで待って

「せーの。」のタイミングでみんなと一緒に壊

す。一緒に壊すことが楽しすぎて，周囲に泥

を飛び散らせ，最後にまたみんなから文句を

言われ「（待っていたのに）なんで！（文句言

うの？）」と Aが怒りだす。頭や服、顔に付

いた泥を見せると「ごめんなさい。」と素直

に言う。「いいよ。」と許してもらうと Aも

落ち着く。感覚的に濡れるのが我慢できない

子や，最後に壊そうと思っていたのに途中で

壊されて予定変更でイライラが止まらなくて

2校時以降の授業に支障をきたす子もおり，

なかなかA中心の活動にできない。

A児エピソード #14自立活動 B 「砂場遊び」

2016年7月

#14-1 砂場遊びの後半は Aは筆者に抱っこされ

て終わりの時間まで待つ。「せーの」のタイ

ミングでみんなと一緒に壊させることをこれ

までに数回繰り返してから Aが途中で壊さ

なくなってきた。砂投げも投げ始めそうなと

きに身体の向きを調整すれば，校舎の壁へ向

かって投げるようになった。壁への泥投げを

他の子も一緒にやるようになった。壁の上の

方まで飛ばせることを褒められると「Aすご

い？」と確認しながら一緒に泥投げをするよ

うになる。最後は人がいる方ではなく，壁に

自分から投げるようになった。

#14-2 泥投げに満足するとこれまでは他の子が

作った池や山を壊していたが，今日は泥投げ

の後「Aもやる。」とバケツで一緒に水をく

む。一緒に池に水を入れ，足を入れるとき

も「そうっとならいいよ。」と言われ「そう

っと。」と言いながら池の中で立つ。「冷た

い。」と水の感覚を楽しんでいた。

#14-3 休み時間も友達と誘い合って，一緒に遊

びに行った。

B児エピソード #18 自立活動 C 2016年4月

#18-1 服が濡れること，大きい音など，感覚的

に苦手なことがいくつかあるが何が嫌なのか

まだ言葉で伝えることはできない。雨のため

靴を脱ぐ際に靴下が濡れることをとても嫌が

る（教室が改築中でプレハプのため玄関がな

く教室の入り口で履き替えている）。登校し

てすぐ遊ぶというリズムを作る中で，上がり

口で靴を脱ぎ上履きに履き替え，靴下が濡れ

ないようにと梅雨に向けて 4月から練習を

する時間を確保しているがまだ難しい。遊び
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はひとり遊び。ブロックなどをイルカや鯨に

見立てて「イルカさんだよ。」と遊ぶ。水族

館に行った時のことを 1人で話す。他の子

も水族館に行った時のことを人の話の上にか

ぶせて銘々話す。お互いがお互いの話の内容

は聞いていないが，キーワードを拾ってそ

こに反応してそれぞれが自分の話をしてい

る。授業が始まりそろそろ片付けと声をか

けると，集中モードからさっと切り替え，

輪投げなどもねじを外して惜しげ無く片づ

ける。「2校時に遊ぶからそのままでもいい

よ。」と声をかけても「終わりだよ。片づけ

ようよ。」と個人にではなく全体に向かって

声をかける。片付かないのは嫌らしい。

この時期 Bは子ども達と関わらず一日中「S

先生見てごらん。」「S先生来てよ。」と筆者

を呼んで一対一の関係をとっている。

B児エピソード #27 給食 2016年 6月

#27-1 運動会練習が毎日入っている慌ただしい

給食時間に， Bが突然はっきりした大きな作

り声で「箱の中から，コキンちゃん！」と言

いだし，何のことか解らないまま，みんなで

大受けで大爆笑した。 Bもみんなが笑ったこ

とがうれしくてそのフレーズを繰り返す。

「アンパンマンのドキンちゃん？」「何が箱か

ら出てくるの？」「それなんね？」と口々に質

問するが，聞いたことには答えなかった。 B

も頬を紅潮させてみんなと一緒に大声で笑っ

た。給食が終わって交流に行っていた 2,4 

年生にも Bの「箱の中から，コキンちゃん！」

をみんなが真似して見せ， Bもやってみせ，

繰り返し大笑いする。

#27-2 連絡帳の保護者からの返事には「コキン

ちゃんが何のことか解らないけど，たぶん本

人が見て気に人った YouTube動画の真似を

していると思います。」と書いてあった。何

を言っているのか解らないまま，この日から

給食時間になると Bのこのギャグをみんな

が楽しみにして，ケラケラ笑いながら給食を

食べる日々が始まる。期待されていると解る

とBも，「いただきます」をした後，みんな

の顔を見ておもむろに「箱の中から，コキン

ちゃん！」と言い，一緒に笑う。

B児エピソード #32自立活動 B「ピタゴラドミノ」

2016年7月

#32-1 自分のやりたいこと，好きなことをやる
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「好きなこと時間」で「Bはピタゴラがやり

たい。」と仕組みを作り始める。 1ヶ月以

上・休み時間になると集中して仕組みを作

っているので難しい仕組みも組むことがで

きるようになっている。それだけに使いた

い部品や好きな部品にはこだわりが強くな

っているところがあるが，今日は「わあ，す

げえ。」といいながら近くに来た Aに仕組み

を見せている。さらに「うん，ここはこうな

るよ。」と Bが説明を始めた。 Aが「すっげ

え，かっこいい，やらせて。」と手を出すと

Bは「いいよ。」と球を渡した。横で見てい

る筆者が「これは大丈夫なのか？どうなるん

だ？」とドキドキしていた。

#32-2 AはBが作った仕組みに何回か球を転が

して 2人で声を揃えて歓喜の声をあげてい

たが，そのうちに AがBの仕組みに手を加

え始めた。 Bはそれでも一緒に遊び，一緒に

球を転がして失敗や成功をともに楽しんで

いた。 30分以上にわたって一緒に遊んでい

た。この 2人が仲良く遊ぶ姿というのはこ

れまでほとんど見たことが無かった。たぶん

これが初めてではないかと思う。お互いに触

るか触らないかくらいの距離感でくつつきな

がら穏やかにニコニコとピタゴラを使って遊

んでいた。

#32-3 ここから夏休みになるまでの数日間は，

2人で一緒に遊んだり， Bは他の子にも自分

の仕組みを説明して球を貸してあげたり，組

み替えることも許容したりしていた。

#32-4 この日，学級だよりの写真を見せながら

Bに「この人の名前わかる？」とクラスの子

の名前をたずねてみたところ， 8名全員の名

前を答えることができた。支援学級担任4

名や支援員の名前も言えるようになってい

た。

2. 小考察

1期 他者との関係がとれない時期

#5での砂場遊びか Aは口唇期の感覚遊びを楽

しむ時期にいる。砂の感覚を確かめるように真

剣に泥を握り投げる。乾いた砂遊びの時も最後

は、両手でまき散らして周りに砂を飛ばす（写真

1)。泥の時も砂の時も周りの「止めて」の声は

耳に入らない。砂場が狭いこともあり朝から泥だ

らけで不機嫌な子が増え，目に砂が入るから一緒

に遊びたくないと言い、周囲の Aへの評価がグ

ツと下がる。本人のやりたいことと周囲との折り
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合いに担任としで悩む。

#18のように Bは子ども達と関わることはほ

とんど無い。靴下や服が濡れること，大きい音な

どをとても嫌がる。学習への興味が無く勉強も

「Bはいいよ。」と断る。自分のタイミングで動き

ひとり遊びをする。周囲が見えず、突然の乱暴な

行動に器戒しているため、ス トレスが森まりチッ

クが出る。

n期 他者に気づき自分に気づく時期

Aはみんなが自分が投げる泥で頭や服が汚れる

のは嫌ということが理解できないが、仲間はずれ

にはされたくないという狭間で揺れる。

Bは自分の世界にみんなが引き込まれてきて，

Bの土俵で，ともに楽しむ経験を行うことができ

た。自分の世界に入ってきた人に目が向き，興味

を持って関わり始めているといった感じである。

#27では Bもみんなも，笑いを共有 し何度も繰

り返し一緒に大声で笑った。この心地よさをまた

味わいたいからこそ，みんなの期待感を共有でき

たのだと思う。

m期 他者と快の共有ができる時期

#14にみられるよ うに Aは幼稚園年長レベル

の集団砂遊びの仲間に入れるよ うになっている

（写真 2)。この成長ぶりは苦手な部分 ・育ってい

なかった部分が満を持して集団の自立活動によっ

て刺激される機会があったため，花開いたと考え

られる。

また Bは#32で，これまでほとんど関わって

こなかった Aに 「すっげえ，かっこいい，やら

せて。」 と褒められて 「いいよ。」と球を渡し一緒

に活動することを承認する。Bは声が大きく ，突

発的な行動が多い Aのことが得意ではないので

避けてきた面がある。しかし，自分を褒めてくれ

たAとともに楽しもうとした 2人で一斉に歓喜

の声をあげたところが象徴的である。AがBの仕

組みに手を加え始め一緒に遊び， 一緒に球を転が

して失敗や成功をともに楽しんでいる姿（写真

3)を見たときは，関係性が 1ステッ プ上がる瞬

間に遮遇した感動で ドキドキしたことを今も党え

ている。この変容は，自閉症スペクトラムの特性

にも働きかけている。クラスの子 8名全員の名

前を答えることができたり担任や支援員の名前も

言えるようになったり，個々を認識してだれが，

自分と一緒になって ドッチビー ・ドッチボールを

やるのか，それぞれのメンバーの行動や好き嫌い

を分かって選んで誘ったりしていた。これまで B

は，不特定多数に笑顔を振りまくが個人の認識を

しているのかどうかは不明だったことからする

と，驚愕の変化である。

表 3 A児とB児の経過

期 # A児 #B児

I 5 A は砂場で泥んこ 18 ・プロックなど

期 を握って指の問か をイ ルカ や鯨に

ら落ちるのを楽し 見立てて「イ ル

他 んでいた。握った 力さんだよ。」 と

者 泥を自分の頭の後 1人で遊ぶ。水

と ろ方向へ力いつば 族館に行った時

の い投げ泥を飛び散 のことを 1人で

関 （写真 I) 話す。

係 ['~ 一ぞ喝 ．感党過敏のた

が ~); 穴 ？ヽ め落ち培かなく
と ., , ヽ なったり固まる

れ ことが度々ある。

な らせ「花火」と言

いI Iつて遊ぶ。

II 1121砂場でみんなから127
期 離れた場所を鎌が

る。「A, 投げるの

他 は向こうでやって。

者 こっち来ないで。」

に と言われると「な

気 んで ! (A だけ仲

づ 間 はずれ にする

き の？）」と怒り山や

自 トンネルや池を壊

分 して「A もやりた

に いのに。」 と泣く 。

気

づ

＜ 
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・「箱の中から，

コキンちゃん ！」

と言いだし，何

のこ とか解 らな

いまま ，みんな

で大受けで大爆

笑した。B もみ

んなが笑っ たこ

とがうれしくて

そのフレーズを

繰り返す。
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• 砂場遊び終わり ・Aが Bの仕組

III 1141の時問まで待って 32みに手を加え始

期 「せーの。」でみん め一緒に遊び，

なと 一緒に壊させ 一緒に球を転が

他IIることを数回繰り して失敗や成功

者 返してから途中で をともに 30分以

と 壊さなくなってき

快II (写真 2)

の

共

有

が

で

き

る

時

叫 Iた。人がいる方で

はなく ，壁に泥団

子を投げるように

なった。

休み時間も友達と

誘い合って， 一緒

に遊びに行くよう

になった。

VI 総合考察

上楽しんでいた。

・クラスの子 8

名全員の名前を

答えることがで

きた。担任や支

援員の名前も言

l.Aの快の共有体験に基づく関係性の変容の様子

Aは自分の世界の中に浸って，場而や相手にか

まわず一方的に話し，好きなことは極端に好きで

興味の無いことは取り組むことが難しくマイペー

スなため保詭者が必要性を感じて特別支援学級へ

の入級を決めた。人なつこいところもあり，友達

もおり，周りからかわいがられる反而，距離感が

うまくつかめず離れすぎたり近づきすぎたりする

ところがある。

入学して始めの頃の約束は家庭 ・学童と揃えて

「キックしません ・パンチしません ・ドンしませ

ん ・ガプしません」だった A。想いがうまく 言葉

で表現できずにまず身休が衝動的に反応している

ような感じだった。

今は困ったときには言葉で伝えられる場而が増

えつつある。また約束も「自分がされて嫌なこと

は人にも しません」を追加した。始めはこの一文

を繰り返して言うことができなかったが，繰り返

し練習するうちに言葉が馴染み言えるようになっ

た。唱えて言えるようになると意識化することが

でき興味深かった。

学校への適応も予想よりも早く学習も本人なり

に順調に進んでいる。本来持っている能力を生か

-81-

すためにも毎日のリズムを挫えて，心と身休が学

びに向かえるように周りの理解とサポー トが必要

だと実感している。

日によってムラはあるが本人が学校生活

（交流および共同学習も）を落ち着いてみんなと

仲良く楽しく送れるようになったのは．自立活動

によるところが大きい。4月は一人で砂を投げて

遊んでいたが，日々の休み時間の過ごし方が明ら

かに変わった。毎朝の 「のびのびタイム」火曜の

支援 4学級合同「 トータル活動」では，集団の

自立活動で人との関わりを楽しんでいる。反射の

ような突発的な行動はまだ頻繁にあり．力加減が

できず手や足を出すことも度々あるが．そこも失

敗や成功を重ねながら日々経験を積んでいる。

今でも一人で没頭して感党遊びを楽しむこと

はあり．その時間も保障しているが，みんなと遊

ぶのも楽しい．人が楽しんでいることを一緒にや

る事も楽しいと笑顔で休み時間を過ごすようにな

ったことは保護者にも伝わり，成長をともに喜ん

でいる。

2.Bの快の共有体験に基づく関係性の変容の様子

やらされているのではなく，やりたくてたま

らないから，自分から関わり，働きかけ，やりと

りを工火するように場面設定をした。感覚的に砂

遊びが苦手な Bも始めのうちは靴を脱ぐことを

断り，水を迎ぶ役をしていた。Bなりの関わりで

同じ遊びが共有できるなら良いことだ思ってみて

いたが，楽しそうなみんなを見ながら 4,5回目

には靴を脱いでどろんこ水に足を入れたりするこ

とができていた。自発的な変化 （靴を脱ぐとき）

はあまりにもあっさりと起き，本人も気が付かな

いくらい自然に活動に加わっていたのではない

か。一緒にいた私たちも，後ではだしになってい

ることに気がつき驚いた。

他の fの真似をしてやってみる姿が見られた頃

から，周りが見えてきたことがわかり，周りの子

の名前を口にするようになった。図古館でも他の

子が借りた本を自分も借りてみるようになった。

お気に入りのピタゴラスイッチ（ドミノと仕掛

けブロック）も徐々に独り占めせずに，分けあっ

たり一緒に使ったり順番で使ったり，使いたいけ

ど我慢したりと関わりを深め 「一緒にやろうよ」

とBの方から周りに働きかける姿を見ることが

できた。飛躍の半年間で，音に対する過敏さが学

校ではほとんど見られなくなった。雷が嗚って

も，大音属の放送が流れても耳を押さえることも

なく過ごしている。大きい音を「うるさい。」と
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言葉で表現して遮音用のヘッドホンも全く使用し

なくて日常生活を送れている。耳元で大きな声で

叫ぶAには「耳が痛いよ。耳鼻科（に行って診

察受けなくちゃいけないん）だよ。病院やだよ，

もう。」と，言葉で不快を伝えることができるよ

うになった。

5月に始まった運動会練習や＇平仮名学習，算

数テストなど日々の波に追われたころ，チック

が出てきた。 Bにとってきつ<t 担任としても心

が痛い時期だったが自分には仲間がいるという

ことが Bの支えになったことは力強い。

小中高とこれから先続く学校生活の大切な最初

の一年間で，勉強って楽しいな，自分はやればで

きるんだな，学校って良いところだな仲間がい

るっていいなというこれまで持っていなかった印

象を持ってもらえたのではないか。よりよいサポ

ートを問い続け，より良い成長ができるように今

後も支援していきたい。

そのために，さらに集団の自立活動 「好きな

表 4 Vineland-II得点
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表 5 Vineland-II得点
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ニケーション」「運動スキル」では標準得点が 20

ポイント以上，上昇している。 Vineland-IIの面

接フォームにも，高機能ASD は「コミュニケ

ーション」と「社会性」の得点が低く，「日常生

活スキル」と「運動スキル」の得点は比較的高か

った (2014辻井・村上）とある。また「自閉症

の一番の問題は，「対人関係」「遊びと余暇」「表

出言語」の下位領域に生じていた。…この結果は

DSM爪 r-TRの自閉症の診断基準を裏付けている

(P99)」と明記されている。

本事例において，最も大きな上昇を見せた下位

尺度は「遊びと余暇」である。表 4表 5を比較

すると相当年齢が 4月に 2歳 6ヶ月程度だった

ところから 5歳 2ヶ月にまで変化している。ま

た「微細運動」及び「受容言語」でも発達に伴う

こと時間」などについて継続的に検証を深めてい

くことが有効なアプローチであろう。

3. 快の共有体験に基づく関係性の変容の様子

Aおよび Bの他者との関係性の変容過程を本論

文ではエピソードによって見てきたが，それが

妥当かどうか客観的な評価として世界的によく

使われている標準化された適応行動の評価尺度

Vineland-II (ヴァインランド・ツー）を実施し

た。 Vineland-IIは医療分野はもとより発達障害

のある児童の不適応行動尺度にも対応しているの

で支援者の主観に基づくエピソードによる記録を

客観的に数値化し，その時点での適応行動を把握

し，現在できている適応行動に基づくことで，支

援の質と量を判断し実践の妥当性を検証していき

たい。

表 4, 表 5の結果から， A児では， 4領域すべ

てにおいて顕著な伸びが見られた。特に「コミュ

表 6 Vineland-II得点

プロフィールB児 4月
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表 7 Vineland-II得点

プロフィールB児 10月
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粗点の大きな上昇が見られる。「微細運動」では

3歳 3ヶ月程度から 5歳 7ヶ月程度へ，「受容言

語」では 1歳 10ヶ月程度から 4歳 6ヶ月程度

ヘ，「表出言語」では 3歳 9ヶ月程度から 5歳 l

ヶ月程度へ，「読み書き」では入学に伴って文字

学習が始まったことを差し引いても適応水準がや

や低いから平均的へ変化したこと，「家事」では

適応水準が「低い」から「平均的」に変化し，

「対人関係」と「粗大運動」でも「低い」から

「やや低い」へと 5ヶ月 8日の短期間で大きな変

化が見られたといえる。

表 6, 表 7の結果から， B児でも， 4つすべて

の領域で著しい伸びが見られたことが分かる。

中でも一番低かった「運動スキル」が標準得点

が 54ポイン上昇し適応水準が「低い」から「平
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均的」へ変化している。これまで運動に興味を示

さずあまり経験がなかったことへ，みんなの姿を

見て取り組むようになり，好きなことが増え，繰

り返し練習した結果得点が上昇したと考えられ

る。

本事例において，最も大きな上昇を見せた下

位尺度は「遊びと余暇」と「微細運動」である。

「遊びと余暇」では相当年齢が 4月に 2歳 0ヶ月

程度だったところから 10月には 5歳 2ヶ月にま

で変化している。また「微細運動」では 2歳 8

ヶ月程度から 6歳 5ヶ月程度へ大きく変化して

いる。「対人関係」では 1歳 9ヶ月程度から 3歳

7ヶ月程度へ，「表出言語」では 2歳 3ヶ月程度

から 6歳 10ヶ月程度の平均的適応水準まで上昇

している。 B児にも 5ヶ月 8日の短期間で劇的

な変化が見られたといえる。数値的な変化はもち

ろん，学校の様子も家庭からの聞き取りでも実際

の姿に大きな変化がみられる。これまで，保育園

でも「今日，保育園で…。」と話す母親の口をふ

さいでまで遮っていた Bが自分から楽しかった

ことを伝えたり，だれと遊んだのか友達の名前を

出したり，学校で練習した歌を歌ったりダンスを

踊ったりするようになったそうである。

Bは保育園の頃から三輪車のペダルに足を載せ

ることさえ嫌がっていたそうであるが，「好きな

ことタイム」で友達が三輪車にはまり毎日乗って

いるのを見てから自分も乗るようになり，ぐんぐ

んスピードを出してこいだりみんながやるよう

に，いまでは休み時間も後ろに人を乗せたりして

楽しむようになった。

Bはトータル活動でみんなで盛り上がったもの

は，その後も何週間か続けて同じ物を「好きなこ

とタイム」でやっている。

4月はずっと黙々と一人遊びをしていたのに，

「00もやろうよ。」と他の子の名前を呼んで誘う

姿が見られるようになっている。そして，誘って

もみんながのってこないときには，自分がみんな

がやっている遊びの仲間に入ることもできるよう

になっている（もちろん入らないで，やりたいこ

とをやり続けることも多いが）。遊べるようにな

ったことで， Bの世界は広がり，深まり，楽しい

モノとなっている

Aの砂場の遊び方が， 4月は感覚遊びの段階に

あったのが（表 4より 2歳 6ヶ月相当）， 9月末

には幼稚園年長の集団遊びへと変化を遂げた（表

5より 5歳 2ヶ月相当）。筆者の担任としての関

与観察による変化を感じた主観を，数値で客観的

に確認することができたといえよう。
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以上から， 1期・ 11期・皿期それぞれの小考察

で見てきた事例が，数値的にも明らかな変化をし

ているということができた。

また， 1期・ 11期・田期のそれぞれの小考察

から Aにも Bにも共通していえる共通項が見え

てくる。

1期は 2人ともひとり遊びの時期で自分の世

界の中に向かっており，他者との関係がとれてお

らず，自分自身も他者も見えていなかった時期だ

った。対人関係は閉じており，繭の中・殻の中の

世界を楽しんでいた。関わり・やりとりは一方通

行で上手く成立していなかった時期である。

11期は，他者に気づくことで自分に気づく時期

だった。周囲からの関わりによって外の世界に気

が付き，自分と他者を分離することができ覚醒し

た。自分自身を認めてもらうことで周囲との関わ

りを深め，集団への所属意識を持っていく。自分

と人は別々の存在であることに気が付くことによ

って，言葉でのやりとりの必要性を感じ，思いを

言葉で伝えるようになってきつつある。まだ相手

の思いや気持ちを感じ取るところまで至っていな

いので一方通行ではあるが，外に向けて言葉や行

動で自分から働きかけ始めた時期である。 AII期

の小考察で，「Aも周囲もむき出しの感情がぶつ

かり合って心が傷だらけで涙が出てしまうことが

多いが，成長の跡が著しい。」としている通り，

他者と関わりたいという気持ちが芽生え，遊びた

くて葛藤する時期である。

田期は信頼関係の元に，プラスの感情もマイ

ナスの感情も表現できるように変化した時期であ

る。他者との相互関係を経験すると新垣 (2009)

は言ったが，他者から期待されることを理解し意

識してそれに答える言動を取ることができるよう

になり，他者の干渉も受け入れられるようになっ

てきた。信頼関係のある周囲の言動に影響されて

自閉症スペクトラムの特性にも影響が出て，不安

やこだわりが緩和され衝動的な行動の抑制が行わ

れ不安が取り除かれるなど生活に直接関わる感情

にも影響が出てきた時期である。人を意識するこ

とで他者へ働きかける時期ともいえよう。

それは，自立活動 Bにおいて「好きなこと時

間」を設定し，子ども達自身の興味や関心強みを

授業の内容に取り入れたことにより意欲を向上さ

せ，さらに主体的な変化を促進する要因となって

いると考えられる。

半年間という短期間で，複数の子ども達に共通

する変化が見られたということから，快の共有体

験に基づいた集団の自立活動は，自閉症スペクト
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ラム児において，授業として位置づけ児童の実態

に応じて日々実施した場合，他者との関係性の変

容において成果が出たということができよう。

VII 結論

本研究では，特別支援学校の教育課程である自

立活動を通常の学級の教育課程に取り入れるた

め，小学校の情緒学級において教育実践研究を行

った。その際関わりの深い特別活動，生活科の

教育課程の比較検討を行うことにより，小学校の

情緒学級およびその交流学級の通常の学級におい

て，快の共有体験に基づいた自立活動の内容を取

り入れた授業実践について検討し，自閉症スペク

トラムを持つ子の他者との関係性の変容過程を考

察した。このことにより，快の共有体験に基づい

た授業を実践することについての意義を検討する

ことを目的として取り組んできた。

本研究事例の A,Bどちらの保護者も，入学す

るまで，この子が授業中に席に座って勉強するイ

メージを（知的な遅れはないが）持ちにくく，果

たしてそんなことができるのかと思っていたそう

である。それが今では学校生活や勉強を楽しんで

おり，授業中に落ち着いて勉強ができるようにな

って嬉しいと折々に話してくれる。

環境の変化も苦手なこの子達にとって，幼稚

園から小学校生活の流れに身体がなじみ少し慣れ

るまでは，幼稚園からの「渡り」の時期として登

校してすぐ遊ぶ時間を確保し，気持ちを整えるこ

とが必要である。登校してすぐ自立活動を行った

ことが効果を上げたのである。この時期は筆者も

一緒に楽しさをわかち合う仲間として遊びを共有

したので，筆者自身が子ども達の面白さを存分に

味わい子ども達を大好きになっていった。一対一

の信頼関係を築いた信頼できる他者の存在は自閉

症スペクトラムを持つ子ども達には特に重要であ

る。筆者自身が大学院生活から職場である小学校

に復帰して，子ども達と遊ぶのは楽しい，言うこ

となすこと皆かわいいと心から思えたことも相ま

って，お互い信頼できる関係性を築き上げること

ができたのではないだろうか。その空気感は周囲

にも伝わり，入学当初，隣接する幼稚園の先生方

から，「良かった，楽しそうにしてますね。」と声

をかけてもらい，自分だけの思い込みではないこ

とにホッとしたことを覚えている。

通常，学年のスタートは「黄金の 3日間」と

呼ばれる。担任と児童がお互いに様子を見なが

ら，学級のルールの確立，学習の約束の徹底指導

などを行い，新学期特有のピリピリした雰囲気に

包まれる。その中で支援学級では緩やかな空気感

を作ったことにより，担任との信頼関係を築く足

がかりとなり，信頼できる他者として認識しても

らい，課題や困難にも立ち向かえるよりどころ・

基盤になれたので，小学校への移行がスムーズに

行うことができたのではないか。この時期は，そ

れぞれ筆者との一対一の関係の結びつきが強く，

何かあるごとに「S先生，来て。」と呼ばれ個別

に対応していた。集団の遊びや一斉指導が難しい

時期であった。

半年たつと，登校時のあいさつ・ランドセルの

片づけ・メモの記入・宿題，連絡帳等の提出•読

書が一連の流れとして分かり， l校時のびのびタ

イムで体を動かせることが理解できているので，

落ち着いて朝の時間を過ごすことができるように

なった。担任（筆者）とのべったりした個別の対

応も減ってきた。困ったときはいつでも助けても

らえるという信頼関係が出来上がり，肯定的な自

己認識を持つことができつつあり，子ども同士が

関わる土台作りができてきた。

自立活動を通じて，活動するときにはグループ

を作ったり，誘い合ったり，活動を休み時間にも

継続して一緒に遊ぶ約束をしたりと子ども達同士

が関わりを深めている。子ども達自身これまで経

験がなかったほどに，深く仲良くなり，友達の気

持ちに寄り添い，一緒に遊ぶこと勉強することを

楽しみに登校している。

楽しさを共有することで互いに顔を見て笑い合

えること，共通の話題があること，同じことで笑

えること，一緒にやって面白さが広がった経験が

あることなど，人といる良さ，仲間の存在の重要

性を実感できている。

現在も，毎朝の自立活動 B「のびのびタイム」

は「好きなこと時間」をしている。自分がやりた

いことを一人ずつ確認してから思う存分行ってい

る。ただ，個別に好きなことをするよりは，みん

なで一緒に海賊ごっこをしたいとか， ドッチビー

がしたいとか，二人乗り三輪車の後ろに万華鏡を

見ながら乗りたいとか，段ボールジェットコース

ター（机から段ボールで床に滑り降りる）がやり

たいなど，一人ではできないことを希望するよう

になっている。それは，そのまま 2校時や昼休

みの遊びにも引き継がれ，「後でまたやろう。」と

約束をしたり，帰りに「明日もやろうね。」と登

校を楽しみにしたりするエネルギーヘと変わって

きている。自分自身が人と関わることが「好きな

こと」なのだと認識して行動を選択する機会があ

るというのは，自閉症スペクトラムを持つ子ども
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達にとって大いに意味のあることとなる。

毎日ある通常の学級との交流学習が苦手な子

達には，「朝ののびのびタイムでいっぱい遊んで

元気をチャージしようね。」と授業の前に声かけ

ている。自立活動で一日分のエネルギーを満タン

にして学校生活を楽しむというリズムができたの

で， 2校時の授業への移行もスムーズで切り替え

が速くなっている。

4月は勉強を優先させることを希望していた保

護者も仲が良く落ち着いた授業態度の子ども達の

様子を見て，このやり方はこの子に合っていると

言いに来てくれるなど，保護者の見方も変わって

きた。親が受け入れ．落ち着くと，子どももさら

に落ち着く。相乗効果で子ども達はさらに．楽し

さ（快の共有体験）を重ね関係性が深まってい

く。

すると．周囲へも目が開いてくる。隣が保健

室なので，海賊ごっこなど大きな音や声が出る活

動をやるときには，子ども達が「保健室で具合が

悪くて寝ている人がいないか聞いてくるね。」と

自分たちで考えて聞きに行く姿が見られるように

なった。そして，またある時は．楽しく盛り上が

った瞬間に．具合が悪くて早退した仲間を気遣っ

て，「Aは帰ったのに俺たちだけこんなして笑っ

てていいば？」というつぶやきが聞こえてくる。

仲間といることで，目に見えない周囲の人への思

いやりも芽生えてくるのであろうか。周りが見え

ていない．関係がうまく築けなかった．学校を楽

しむことができていなかった子ども達が変わりつ

つあることを日々実感している。

幼稚園までは「遊び」を重視し生活の中で

「遊び」の時間を日々確保している。知的な発達

には問題が無い自閉症スペクトラム児は．「遊び」

が生活年齢をよりも幼く．まだまだ「遊び」の時

間が必要であるにもかかわらず．小学校入学とと

もにデコボコの中で一番育ってきていない集団遊

びの力を伸ばす機会がインフォーマルな休み時間

など限られてしまう。自閉症スペクトラム児の特

性として周囲の状況を読み．仲間を作って遊びを

選んで短い時間制限の中で場所の移動をして遊ぶ

ということは非常にハードルが高い。集団で関わ

ることが上手くできないからこそ関わる時間が必

要なのにもかかわらず．これまではその時間が確

保されてきていなかった。

そのために．将来的に学力はついて試験には合

格しても．人間関係で上手く関わる経験が不足し

ているので社会に不適応を起こしてしまうという

ケースが後を絶たない。
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本論の教育実践から，授業として時間を確保

して，ともに楽しく集団で関わる活動へ取り組む

ことが，通常学級でも必要だと筆者は確信を持つ

ことができた。学ぶ意欲は関係性の中でさらに高

めることができる。興味関心の幅も，他者との関

係性が深まることで，他者の興味関心に影蓉され

広がっていく。デコボコの大きな子ども達にとっ

て，生活年齢と比較して落ち込みの大きな部分に

関して，学ぶ機会が無いまま放置されているとい

うのでは障害者が教育を受ける権利を保障してい

ないといえるのではないか。

つまり，通常学級に在籍する自閉症スペクトラ

ム児において，他者との関係性の変容過程に焦点

を当ててともに楽しむ自立活動の実践を広めてい

くことが必要だといえる。

先日，一緒に活動している子が「先生，こうい

う（自立活動）をもっとみんなにもさせた方が良

いと思います。 0年0組（交流学級）とか。」と

一言一言に力を入れて話してくれた。この子は，

これまで同級生とうまく関われず，休み時間はず

っと本を読んで過ごしてきた。気持ちの切り替え

に時間がかかり，学習意欲も低く自己評価も低下

していた。家族・担任から聞いたところからも，

この半年は，この子のこれまでの人生の中で一番

仲間としっかり遊んでいるといえる。今年度，話

ができて遊べる仲間とともに過ごすようになり，

別人のように変わった。情緒も安定してきて不適

応行動が著しく減少した。

通常の学級でも自立活動があった方が良い

と，子どもの方から言われるとは思っていなかっ

たが，この子の実感から出た，力のこもった言葉

だったので，通常学級での自立活動の推進は今後

も継続して研究していきたいと改めて思った。

自立活動と通常の教育課程の比較の中で，通

常の学級でも現行の教育課程の中でも十分自立活

動の内容の授業を位置づけられることが確認でき

た。集団の自立活動は，支援学級ではもちろん，

交流学級でも必要性があり，実践が可能なのであ

る。

実践の中で， 1年生から 6年生までの通常の学

級で支援学級の自立活動と同じ内容の授業を実施

してもらいそれぞれに効果があったと担任から感

想をもらうことができた。これを手がかりに，快

の共有体験に基づいた自立活動の体験を増やして

いくことに意義があると思う。

本論文の教育実践の中では，この期間で 2事

例しか取り上げることができなかったので，数が

十分とは言えない。今後継続してもっと多くの事
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例を取り上げ，複数事例の中で整理・考察し，快

の共有体験に基づいた自立活動の指導が通常学級

でも必要であるという根拠をさらに明確にしてい

きたい。

学校はすべての子ども達にとって楽しい場所で

あって欲しい。今後さらに通常の学級へ自立活動

を広げていくことができるように実践研究を深め

ていきたい。

く主要引用参考文献・資料＞

1) 文部科学省 (2009)特別支援学校学習指羽

要領解説自立活動編（株）海文堂出版

2) 内閣府 (2015)H27年版子ども・若者白

書第 1節教育

3) 文部科学省 (2012)通常の学級に在籍する

発達障害の可能性のある特別な教育的支援

を必要とする児童生徒に関する調査平成 24

年

4) 文部科学省 (2014)児童生徒の問題行動等

生徒指導上の諸問題に関する調査

5) 笹森洋樹 (2012)専門研究 B「発達障害と

情緒障害の関連と教育的支援に関する研究

—二次障害の予防的対応を中心に～」研究成

果報告書サマリー

6) 笹森洋樹・後上鐵夫・久保山茂樹・小林

倫代・廣瀬由美子・澤田真弓•藤井茂樹

(2010)国立特別支援教育総合研究所研究

紀要第 37巻 発達障害のある子どもへの早

期発見・早期支援の現状と課題

7) 新垣香代子・浦崎武 (2009)学童期におけ

る高機能自閉症児と他者との関係性を育て

る試みー自立活動「好きなこと時間」を通

してー 琉球大学教育学部発達支援教育実践

センター紀要

8) 石川勇作・浦崎武 (2013)小学校の気にな

る子に対する支援工夫に関する実践研究：遊

びを媒介とした他者との関係性に基づく自

尊感情の形成について

9) 不登校のへの対応の在り方について

(2003)文科初 255 文部科学省初等中等

教育局長通知

10) ドナ・ウイリアムズ (1993)自閉症だった

わたしへ新潮社 73L13-15

11)山岸裕，石井哲夫 (1988)自閉症克服の記

録一書くことによって得たもの 三一書房

39L2-16 

12)小道モコ (2009)あたし研究 自閉症スペ

クトラム～小道モコの場合 クリエイツか

もがわ 46L3-5

13)国立特別支援教育総合研究所 (2015)自閉

症・情緒障害特別支援学級及び知的障害特

別支援学級に在籍する自閉症のある児童生

徒の自立活動の指導に関する調査調査報告

書

14)文部科学省 (2008)小学校学習指導要領解

説生活編日本文教出版

15)文部科学省 (2008)小学校学習指導要領解

説特別活動編東洋館出版社

16)鹿毛雅治，清水一豊 (2009)小学校新学習

指導要領ポイントと授業づくり生活く平成

20年版〉東洋館出版社

17)宮川八岐編 (2009)小学校教育課程講座特

別活動く平成20年改訂〉ぎょうせい

18)別府哲，本郷一夫編 (2012)認知発達のア

ンバランスの発見とその支援 金子書房 34

19)柴田吉松編著 (2001)教育課程論学文社

20)田中耕治編 (2009)よくわかる教育課程ミ

ネルヴァ書房

21)大沼直樹 (2013)インクルーシブ教育に向

けた特別支援教育 ブレないための六原則

悩む若い教師へのメッセージ 明治図書

22)武田喜乃恵 (2008)思春期の発達障害児に

対する関係形成による発達支援ー事例の変

容過程に焦点を当ててー 琉球大学大学院

23)別府哲 (2009)自閉症者の発達と生活共

感的自己肯定感を育むために 全障研出版

24)別府哲 (1997)障害児の内面世界をさ

ぐる 全障研出版部

25)別府哲 (2001)自閉症幼児の他者理解株

式会社ナカニシヤ出版

26)別府哲，小島道生（編） (2010)「自尊心」

を大切にした高機能自閉症の理解と支援有

斐閣選書

27)鯨岡峻 (2006)ひとがひとをわかるという

こと 間主観性と相互主体性 ミネルヴァ

書房

28)鯨岡峻 (2005)エピソード記述入門実践

と質的研究のために 東京大学出版会

29)鯨岡峻 (2013)子どもの育ちを心の育ちを

エピソードで描く 自己肯定感を育てる保

育のためにミネルヴァ書房

-86-


